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2 8 　肝移植後 2年 7ヶ月目に膿胸，脳出血で死亡

した原発性胆汁性肝硬変の一剖検例
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症例は 52 歳, 女性. 1 993 年 6 月肝障害 で 当科

入 院 . P B C S ch e u e r Ⅲ期 と診断 . 以後 u D C A 内服

で経過観察して い た が 1 998 年 9 月 T
. Bil は 22 と

なり, 同 2 9 日信州大学に て長男を D o n o r に左葉

をグ ラ フ トと して 生体部分肝移植を施行した . 術

後肝障害が み られ, 慢性拒絶反応を考 え ス テ ロ イ

ド パ ル ス 療法 を施 行 . 肝機能は その 都度 改善し
,

臨床的に は拒絶反応 と思われた . 2 0 00 年 12 月よ

り肺膿癌を合併 . 20 01 年 4 月 24 日脳出血 で死亡

した
. 剖検 で は小腸 , 胆管吻合部 に結石 と炎症を

認 め上行性感染で あ っ た
.

29　成人生体肝移値におけるsmall-for-graft

サイズミスマッチにおける高ビリルビン血症

と C O - H b と の 関 係
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【背景 と 目的】 成人生体肝移植で は, 十分 なグ ラ

フ ト重量 を確保する こ と が困難で あり, 過小 グ ラ

フ トを用 い ざるを得ない症例 が多く
, 術後の 高 ビ

リ ル ビ ン血症は臨床的に 問題で ある . 今回我 々 は,

過小グ ラ フ ト症例 の 術後総 ビリ ル ビ ン と
,

どリ ル

ビ ン産生反応 の 副産物 で , 近年ガ ス 状 メ ディ エ
ー

タ
-

と して の働 き が注目されて い る
一

酸化炭素の

関係に つ い て検討 した .

【対象と方法】1 999 年 3 月より 200 1 年 4 月まで

に 当院で 行 われ た成人生体部分肝移植1 6 例をグ

ラ フ ト重量と レ シ ピ エ ン ト体重 の 比率 ( G V / R B W )

が 1 . 0 % 以上 の 群 ( A 群 : n
- 8) と 1 .0 % 未満の

群 ( B 群 : n
- 8) に分 け, 血 中総 ビ リ ル ビ ン

,

動脈血中の
一

酸化 ヘ モ グ ロ ビ ン ( C O - Ⅲb) を測

定 した .

【結果】 術後平均総 ビリ ル ビ ン は第 7 病日か ら

2 1 病日で B 群 が 有意 に高値で あ っ た . 総 ビ リ ル

ビ ン と C O - H b は相関係数 r
- 0 .8 1 と高 い相関

を示 した
.

【考 察】 過 小 グ ラ フ ト症 例 で は 過剰 な s b e a r

st r e s s によ っ て ヘ ム オ キ シ ゲナ
- ゼ系が克進 し高

ビリ ル ビ ン血症を引き起 こ して い る可能性が示唆

され た .
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31　生体肝移植におけるドナー血門脈内反復投与

の効果
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